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施策①強靱な社会基盤を構築する

施策②安全で快適な生活環境を保全する

政策03 生活インフラ① 持続可能で強靭な社会基盤と安全で快適な生活環境が整ったまちをつくる

足羽ポンプ場更新事業の着実な進捗

▲ポンプ場建設工事（左）、雨水増補幹線内部

地域の浸水被害を大幅に軽減するため、令和10

年度末（予定）の供用開始に向け、老朽化した

足羽ポンプ場の更新を進めています。

事業は、新しいポンプ場を築造する建設工事と

新しいポンプ場に雨水を送る管を布設する工事

があり、進捗率※はポンプ場建設工事が51％、

雨水増補幹線建設工事が43％と、いずれも順調

に進捗しています。 ※令和8年3月末時点

▲耐震改修工事 補強状況

令和6年能登半島地震による市民の住宅耐震化

の意識の高まりに対応するため、木造住宅の耐

震診断等および耐震改修等を支援しました。

今年度は、200件の耐震診断等の補助申請およ

び80件の耐震改修等の補助申請がありました。

今後も、広報紙や建築物防災パネル展の開催、

出前講座や戸別訪問を活用し、木造住宅の耐震

化に取り組んでいきます。

「空き家等の適正な管理の促進に関する協定」締結

▲協定締結式の様子

市内の空き家等の適正な管理の促進や発生抑制

に相互に連携・協力して取り組んでいくため、

10月9日（木）に福井市シルバー人材センター

と「空家等の適正管理の促進に関する協定」を

締結しました。

「いのちを守ろう！」
木造住宅無料耐震事業・改修緊急事業

鹿江公園に掘込式調整池を整備

▲鹿江公園調整池

近年、集中豪雨が頻発化しており、市内各地で

浸水被害が多発するなか、既存の公園等を活用

して流出を抑制する調整池の整備を進めていま

す。

8月末には木田地区において鹿江公園に掘込式

調整池※の整備が完了しました。

▲足羽ポンプ場完成イメージ

施策①（続き）

※地上部を掘り下げて貯水空間を
確保した調整池
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施策③安全で安心な上下水道のサービスを提供する

政策03 生活インフラ② 持続可能で強靭な社会基盤と安全で快適な生活環境が整ったまちをつくる

「福井市下水道事業経営戦略2026」策定

▲委員会での審議（上）と
上下水道事業管理者へ提言の様子

将来にわたり下水道サービスの提供を安定的に

継続することを目的とした中長期的な経営の基

本計画である「福井市下水道事業経営戦略

2026」を策定しました。

近年の物価高騰等の社会経済情勢の変化を踏ま

え、次期経営戦略の策定を１年早め、新たな経

営戦略を策定したものです。

▲西河原浄水場（上）と折立浄水場

美山地区の折立町、横越町、東河原町及び西河

原町の4町について、安全・安心な水道水の安

定供給を行うとともに、維持管理の効率化を図

ることを目的として、平成29年度より下味見地

区統合事業を進めてきました。

この度、西河原浄水場及び折立浄水場が完成し、

令和7年度末をもって、4町すべてに新浄水場か

ら給水を開始しました。

下味見地区簡易水道統合事業の概成

施策③（続き）

県民衛星「すいせん」を活用し
新たに盛土の状況を効率的に監視

▲衛星画像の解析による盛土監視

令和7年5月～7月にかけて衛星画像を活用し、

進行中の風力発電事業の造成地12箇所の盛土等

の申請内容と、提出された伐採届の施工範囲を

解析し、差異がないことを確認しました。

今後も衛星画像を活用して、現地確認が困難な

箇所に対して職場から盛土・伐採届等の申請内

容を確認し、市内の安全・安心の確保に努めて

いきます。

施策②安全で快適な生活環境を保全する

一足早く策定


